
令和８年
１月２４日
13時～15時

ZOOMによ
るWeb開催

参加無料
定員９０名

依存症回復支援の場が
必要な理由
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講 師　大嶋 栄子 氏
NPO法人リカバリー代表
精神科ソーシャルワーカーを経て、2002年にさまざま

な被害体験を背景にもつ女性の支援をおこなう「それ

いゆ」を立ち上げる。2004年、NPO法人リカバリーと

して認証され、事業所を運営。 著書に『その後の不自

由』(上岡陽江と共著、医学書院)、『嵐の後を生きる人

たち』(かりん舎)、『傷はそこにある — 交差する逆

境・横断するケア』（日本評論社）。

フェミニスト・ソーシャルワークについて実践と研究

をおこなっている。

[メール] kyoten.asahiyama@gmail.com　旭山病院：山下　聖子

[WEBからの申し込み] https://forms.gle/vJgXGPg3TcFCzrUn8

　　　　　　　　　　（受付は先着順となります）

主　催：依存症治療拠点機関　旭山病院

わ　 け

お申し込みは
こちらから

内　容：①大嶋栄子氏による講演（９０分）

　　　　②質疑応答


